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４
月
11
日
、
厚
労
省
の
「
解
雇
無
効
時
の
金
銭
救
済
制
度
に
係
る
法

技
術
的
論
点
に
関
す
る
検
討
会
」
（
以
下
「
検
討
会
）
は
、
解
雇
自
由

法
制
化
に
向
け
た
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
）
を
ま
と
め
た
。
今
後
、

厚
労
省
の
労
働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
報
告
書
を
も
と
に
法
制
化
に
向

け
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
「
ど
ん
な
不

当
不
法
な
首
切
り
で
も
カ
ネ
さ
え
払
え
ば
許
さ
れ
る
」
と
す
る
悪
ら
つ

き
わ
ま
り
な
い
制
度
（
法
制
化
）
を
断
じ
て
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

解
雇
自
由
法
制
化
を
阻
止
す
る
闘
い
を
「
働
き
方
改
革
」
反
対
の
闘
い

と
一
体
の
も
の
と
し
て
全
国
の
労
働
組
合
・
争
議
団
と
の
共
同
闘
争
で

つ
く
り
出
そ
う
。 

 

解
雇
自
由
法
制
化
は
当
時
の
安
倍
政
権
が
２
０
１
５
年
に
「
日
本
再

興
戦
略
２
０
１
５
年
」
に
盛
り
込
ん
だ
こ
と
か
ら
議
論
が
始
ま
っ
た
。

以
降
、
「
透
明
か
つ
公
正
な
労
働
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
等
の
在
り
方
に

関
す
る
検
討
会
」
（
２
０
１
５
年
10
月
～
２
０
１
７
年
５
月
）
そ
し
て 

解
雇
自
由
の
法
制
化
を
阻
止
し
よ
う 

労
政
審
で
の
審
議
＝
答
申
を
ゆ
る
す
な 

カ
ネ
さ
え
支
払
え
ば 

す
べ
て
の
解
雇
が
可
能
に
な
る
！ 

 



                          

が
、
こ
れ
は
労
働
者
側
の
反
発
が
強
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
い
っ
た
ん

制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
申
し
立
て
が
使
用
者
側
に
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は

必
至
で
あ
る
。 

制
度
が
で
き
れ
ば
申
し
立
て
が 

使
用
者
に
拡
大
す
る
こ
と
は
必
至 

前
記
「
検
討
会
」
を
経
て
今
回
の
「
報
告
書
」
に
至
っ
て
い
る
。 

 
報
告
書
の
概
略
は
①
無
効
な
解
雇
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、
労
働
者
の

請
求
に
よ
っ
て
使
用
者
が
一
定
の
金
銭
を
支
払
い
、
支
払
い
に
よ
っ
て

労
働
契
約
が
終
了
す
る
仕
組
み
、
②
労
基
法
な
ど
で
禁
止
さ
れ
て
い
る

解
雇
を
含
む
す
べ
て
の
解
雇
が
対
象
、
③
金
銭
解
決
の
申
し
立
て
は
労

働
者
に
限
定
、
④
労
働
者
に
支
払
わ
れ
る
「
労
働
契
約
解
消
金
」
の
算

定
に
つ
い
て
は
賃
金
額
や
勤
続
年
数
、
年
齢
な
ど
を
考
慮
要
件
と
し
、

解
消
金
の
上
限
・
下
限
な
ど
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
政
策
的
に
判

断
、
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

  

こ
の
よ
う
に
報
告
書
＝
解
雇
自
由
法
制
化
は
労
働
者
・
労
働
組
合
が

闘
い
の
な
か
で
か
ち
と
っ
て
き
た
解
雇
権
濫
用
法
理
を
く
つ
が
え
し
、

さ
ら
に
は
労
基
法
な
ど
労
働
関
係
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
禁
止
解
雇
を

も
解
雇
自
由
の
対
象
と
す
る
の
で
あ
る
（
別
掲
記
事
参
照
）
。 

 

現
在
、
裁
判
で
解
雇
無
効
を
勝
ち
取
っ
て
も
資
本
・
当
局
が
か
た
く

な
に
職
場
復
帰
を
拒
む
事
例
が
多
く
、
や
む
な
く
「
金
銭
和
解
」
を
選

択
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
解
雇
無
効
判
決

に
伴
う
労
働
者
の
就
労
権
を
認
め
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
解
雇
自
由

法
制
化
は
当
該
労
働
者
の
職
場
排
除
を
正
当
化
し
、
資
本
・
当
局
の
職

場
復
帰
拒
否
を
「
権
利
」
と
し
て
認
め
る
こ
と
に
等
し
い
。 

 

ま
た
金
銭
解
決
の
申
し
立
て
は
労
働
者
に
限
定
す
る
と
さ
れ
て
い
る 

 

 

解
雇
自
由
法
制
化
は
使
用
者
に
首
切
り
の
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
与
え
る

も
の
で
あ
り
、
労
働
者
の
生
活
と
権
利
を
奪
い
去
り
、
労
働
者
の
団
結

を
破
壊
し
労
働
組
合
を
徹
底
的
に
弱
体
化
さ
せ
る
も
の
だ
。
今
後
の
直

接
の
攻
防
は
厚
労
省
労
政
審
議
会
の
場
に
移
る
が
、
法
制
化
の
答
申
を

許
さ
な
い
取
り
組
み
を
強
め
よ
う
。
解
雇
自
由
法
制
化
は
「
雇
用
に
よ

ら
な
い
働
き
方
」
や
「
多
様
な
働
き
方
」
、
「
兼
業
・
副
業
」
の
推
進

を
掲
げ
る
「
働
き
方
改
革
」
と
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
全
国
の
労
働
者
・

労
働
組
合
の
力
を
結
集
し
て
阻
止
し
よ
う
。 

※
労
働
基
準
法
第
３
条
（
国
籍
・
性
別
な
ど
）
、
第
19
条
（
労
災
休
業
中
、

産
前
産
後
休
暇
中
）
、
第
20
条
１
項
（
予
告
期
間
、
予
告
手
当
）
、
第
１

０
４
条
２
項
（
違
反
申
告
）
※
労
働
組
合
法
第
７
条
１
号
（
労
働
組
合
加

入
等
）
、
４
号
（
救
済
申
し
立
て
）
※
労
働
契
約
法
第
16
条
（
不
合
理 

全
国
の
労
働
者
・
労
働
組
合
の
力
で 

労
政
審
答
申
＝
法
制
化
阻
止
し
よ
う 

労
働
関
係
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
解
雇 



解
雇 

                         

 

 

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
全
国
的
に
急
拡
大
し
て
い
る
。
大
橋

病
院
で
も
看
護
師
や
医
師
、
入
院
患
者
に
も
陽
性
者
が
出
る
な
ど
院
内

感
染
が
拡
大
し
て
い
る
。
大
橋
病
院
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に

つ
い
て
は
、
病
院
と
組
合
の
間
で
、
濃
厚
接
触
者
、
陽
性
者
の
病
室
に

は
看
護
補
助
者
は
入
ら
ず
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
業
務
は
看
護

師
が
お
こ
な
い
、
不
特
定
多
数
の
労
働
者
の
出
入
り
を
避
け
る
こ
と
で

感
染
防
止
対
策
を
と
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
今
回
の
感
染
拡
大
の
な
か
で
あ
る
病
棟
師
長
が
看
護
補
助

者
に
「
病
室
閉
鎖
を
し
て
い
る
が
入
っ
て
も
よ
い
。
配
膳
・
下
膳
、
ゴ

ミ
集
め
も
OK
」
と
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
経
過
観
察
中
の
患
者
の
病
室

に
通
常
通
り
の
業
務
を
せ
よ
と
指
示
を
出
し
た
の
だ
。
政
府
方
針
が
患

者
の
命
よ
り
も
経
済
優
先
で
あ
り
、
感
染
防
止
対
策
の
基
準
を
ど
ん
ど

ん
緩
め
て
「
マ
ス
ク
な
し
」
ま
で
言
い
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
な
か

で
組
合
が
く
り
か
え
し
確
認
し
て
き
た
院
内
感
染
防
止
対
策
を
無
視
し

た
現
場
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。 

し
か
も
看
護
部
は
、
看
護
補
助
者
の
さ
ら
な
る
活
用
を
い
い
、
「
看

護
師
業
務
を
整
理
し
看
護
補
助
者
と
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
・
シ
フ
ト
（
業
務

の
共
同
化
・
移
管
）
を
お
こ
な
う
」
と
し
て
看
護
補
助
者
に
研
修
を
お

こ
な
い
看
護
補
助
業
務
を
変
更
し
て
い
く
と
現
場
に
説
明
し
た
。
入
院

生
活
の
お
世
話
を
す
る
看
護
を
看
護
補
助
者
に
移
行
す
る
と
診
療
報
酬

加
算
が
つ
く
と
い
う
の
が
理
由
で
あ
る
。
看
護
師
は
ま
す
ま
す
患
者
の

そ
ば
に
行
か
ず
、
医
師
の
手
足
に
な
っ
て
も
う
け
に
な
る
医
療
、
患
者

無
視
、
権
利
侵
害
が
強
ま
っ
て
い
く
。
「
働
き
方
改
革
」
に
抗
し
て
、

命
と
権
利
を
守
る
た
め
現
場
か
ら
声
を
上
げ
て
い
こ
う
。 

  

患
者
無
視
、
労
働
者
酷
使
の
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
ゆ
る
さ
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

大
橋
病
院
分
会 

解
雇
）
、
第
17
条
１
項
（
契
約
期
間
中
解
雇
）
※
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

第
６
条
（
女
（
男
）
性
で
あ
る
こ
と
）
、
第
９
条
２
項
（
婚
姻
）
、
３
項

（
妊
娠
・
出
産
）
、
４
項
（
妊
娠
中
・
出
産
後
１
年
）
、
第
17
条
２
項
（
紛

争
解
決
の
援
助
）
、
第
18
条
２
項
（
調
停
の
申
請
）
※
育
児
・
介
護
休
業

法
第
10
条
（
育
休
申
請
）
、
第
16
条
（
介
護
休
業
）
※
労
働
安
全
衛
生
法

第
97
条
２
項
（
違
反
申
告
）
※
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の
促
進
に
関

す
る
法
律
第
４
条
３
項
（
援
助
要
請
）
、
第
５
条
２
項
（
あ
っ
せ
ん
申
請
） 

  

岸
田
首
相
は
参
院
選
の
街
頭
演
説
中
に
銃
撃
で
死
亡
し
た
安
倍
元

首
相
の
葬
儀
を
９
月
27
日
に
「
国
家
葬
」
と
し
て
実
施
す
る
と
発
表
し

た
。
わ
れ
わ
れ
は
「
安
倍
国
家
葬
」
に
断
固
反
対
す
る
。 

 

安
倍
政
権
下
で
は
集
団
的
自
衛
権
発
動
（
米
軍
と
の
共
同
戦
争
）
を

可
能
と
す
る
戦
争
法
制
や
特
定
秘
密
法
を
広
範
な
反
対
を
無
視
し
て

強
行
成
立
さ
せ
、
「
モ
リ
・
カ
ケ
・
サ
ク
ラ
」
に
象
徴
さ
れ
る
政
治
の

私
物
化
を
進
め
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
公
文
書
改
ざ
ん
と
改
ざ
ん
を
強

制
さ
れ
た
担
当
公
務
員
を
自
死
に
追
い
込
む
な
ど
数
々
の
悪
行
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
で
は
大
量
の
非
正
規
労

働
者
を
生
み
出
し
、
社
会
に
分
断
と
貧
困
を
は
び
こ
ら
せ
た
。 

 

「
安
倍
国
家
葬
」
は
か
か
る
悪
行
の
数
々
を
「
偉
大
な
功
績
」
と
た

た
え
、
法
的
根
拠
も
な
く
費
用
す
べ
て
を
国
費
（
税
金
）
で
賄
い
、
「
全

国
民
」
に
弔
意
を
強
制
す
る
も
の
だ
。
「
国
家
葬
」
と
と
も
に
半
旗
・

黙
と
う
な
ど
一
切
の
弔
意
強
制
に
反
対
し
よ
う
。 

   

安
倍
元
首
相
の

国
家
葬
反
対 



 

 

8.21学習会に参加を 

全関東単一労組・教育文化部 03-3863-3433 

日時：2022年 8月 21日（日） 

    午後 2時～5時 

   ＊資料は用意します 

会場：スペース全関労（組合事務所 2F） 

 JR/御徒町、日比谷線/仲御徒町 

 大江戸線/新御徒町 徒歩/10分 

『自民党改憲案を批判する』 

９
条
改
悪
・
緊
急
事
態
条
項
ゆ
る
す
な 

改
憲
は
「
戦
争
国
家
」
の
総
仕
上
げ 

 

組
合
員
お
よ
び
友
人
の
皆
さ
ん
。 

 

７
月
10
日
の
選
挙
に
お
い
て
自
民
党
、
公
明
党
、
日
本

維
新
の
会
、
国
民
民
主
党
な
ど
の
改
憲
勢
力
が
議
席
を
伸

ば
し
、
参
議
院
に
お
い
て
改
憲
発
議
に
必
要
な
３
分
の
２

議
席
を
維
持
し
ま
し
た
。
す
で
に
衆
議
院
に
お
い
て
３
分

の
２
勢
力
を
占
め
て
い
る
改
憲
勢
力
は
参
院
選
の
結
果
を

受
け
て
自
民
党
主
導
の
改
憲
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
具
体
的
日

程
に
上
ら
せ
て
く
る
こ
と
は
必
至
で
す
。
改
憲
阻
止
の
闘

い
は
い
よ
い
よ
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。 

    

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
私
た
ち
は
、
「
戦
争
国
家
」
の

総
仕
上
げ
と
し
て
あ
る
憲
法
改
悪
を
何
と
し
て
も
阻
止
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。
職
場
・

地
域
で
労
働
者
・
市
民
に
改
憲
阻
止
を
訴
え
、
闘
い
の
陣

地
を
作
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
今
回
『
自
民
党
改
憲

案
を
批
判
す
る
』
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
改
憲
案
が
い
か
に
人
民
主
権
や
基
本
的
人
権
を
掘
り

崩
し
、
そ
し
て
戦
争
に
向
か
う
危
険
な
も
の
で
あ
る
か
を

学
び
、
闘
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

   


